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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・コピー機使用について

　庶務よりコピー機使用後にコピー機使用記録簿に何を何枚コピーをしたかきちんと記録すること。

　今まではインターネットを通してどこの部署が何枚コピーしたか自動で計算されていたが、インターネットを切断したため、庶務で計算しており、10月の未記載は242枚あったため、コピー機を使用した際にはきちんと記録すること。
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：精神科における薬物療法　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修①
日時：11/24（金）17：15～　　場所：2階　会議室
テーマ：「処遇制限について」　　　講師：上野　雅人Ns
対象：看護・介護（新人・初級・中級）

・看護グループ内研修②

日　時：11月27日（月）～11月30日（木）の4日間
時　間：17：20～
場　所：病院2階　会議室
テーマ：「高齢者用アルコール依存症治療プログラムについて」
講　師：小川CP、小嶋SGM
対　象：看護職員
当日の出欠予定の入力は各自で行うこと。

看護課共有→一般研修→出席表（高齢者用アルコール依存症治療プログラム）
※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入すること。
※資料は配布しないので、各自筆記用具を持参すること。

・統合失調症と多職種連携についての研修会
　日時：11/22（水）19：00～20：30

　場所：八戸グランドホテル　マリンホール

　演者：医療法人　恵風会　高岡病院　副院長　佐藤　創一郎先生
　内容：特別公演　誰かを支える　みんなで支える

・インフルエンザの予防接種予定日について

日時：12/11（月）・19（火）15：00～16：00

場所：4階ユーティリティホール

料金：無料（予約制）

※接種予約が必要となる。（12/6（水）まで）

　予約方法：WIZ感染委員会→インフルエンザ予防接種→名簿→★病院職員★
　青陽館は業務の都合により、指定された日時に行えない場合には、12/11以降に2人1組のペアで予防接種を行うこと。
・賞与評価について

　行動観察メモを作成し、11/22（水）までに小嶋SGMにメールで提出すること。

　11/15までの、外部研修、委員会などについて自己アピールできることを記入すること。

・勤務変更について

　11/23・24　ナイトケア：慶長→菅原　　　　
11/30　斎藤：ナイトケア→日勤　　　菅原：年休　　　ナイトケア：慶長　
　12/7　工藤：デイケア→年休

・OT学生の予定について

　11/24（金）は、病院見学のためほぼ不在となる。

＜利用者様情報＞

デイケア

・若松　邦生　様～昨日の昼食後薬と夕食後薬を忘薬したことについて、世話人からデイケアスタッフにも伝えるように言われたと話している。振り返りを行うと帰宅後疲れてしまい18時に眠ってしまい食事と服薬をしなかったとのこと。薬剤について、薬局に確認したところ空腹でも服用可能であるが少量でも食べてから服用する方が望ましいとアドバイスあり、そのことを本人に伝え、夕方横になって休みたくなったら、少量でもいいので何か食べ、服薬してから休むように説明する。また頓服薬服用時、忘薬時にはスタッフに報告するように伝えると了承している。昼食後薬は初めて持参するのを忘れたが、デイケアに遅れないよう、来所前に急いで用事を済ませたためで、精神的には安定していると話している。11/24（金）に第一希望の職場見学を行うと報告あり、今の気分について尋ねると「特に不安はないかな」と話している。
・曽我　泰庸　様～本人の希望により利用日の追加を検討しており、家族の了承あり、本日利用している。本日のプログラム参加状況は、栄養指導で居眠りが見られている。利用日の決定については、今後、本人と関係機関との調整を行い決めていくこととする。

・上川原　豊　様～来所時普段通りに自分から空包を見せており、スタッフと確認している。明日は修理に出していた自転車が戻ってくるため休みを希望しているが、服薬状況を確認するために朝だけでも来所するよう促すと「わかった」と話している。作業療法では居眠りが多く、声掛けされると起きるが、睡眠状態について尋ねられると「夜は眠れるんだけど、日中急に眠くなることがあって、主治医に話したけどそのまま様子見てるんだよ」と話している。生活で困ることについては「バスに乗ったり遠出した時に眠くなったら困るなあ」と答えている。
・佐々木　理佳様～本人より「受けたい仕事があるんです」との相談があり、詳細を質問している。内容は以前相談があったスーパーの仕事であり「先生からは止めた方が良いと言われているけど、受けたいんです」と話している。先日担当スタッフと面談をした際に、仕事を長続きできなかったことや、症状が悪化してしまったことが心配と話していたことについては「今は大丈夫です」とのこと。退院してから期間が経っていないことや、主治医から反対されていることを振り返り、焦らず相談しながら仕事を進める必要があることを伝えると、不服そうな表情で「わかりました」と話している。まずは24日に行われるハローワークセミナーを見学し、気になることを質問しながら今後の仕事を考えていくこととしている。

・松倉　健一　様～最近遅刻するなど予定時間に来所しない時が多いため、姉様に電話連絡し情報提供している。昨日、八戸赤十字病院受診予定であったが到着した頃には時間外になり受診できず、11/28（火）に受診する予定であるとの事。姉様からの情報では、受診を拒否し準備に時間がかかり、腕をつかんで連れて行こうとすると、本人も強い力で抵抗するので9月以降受診しておらず、服薬に関しては、現在朝食後薬と就寝前薬が処方されており、飲むように声掛けするが服薬しなくなり対応に困っているとのこと。また、父様が認知症でデイサービスに週2回通っているが、家にいると本人に一方的に話しかけることもストレスになっているかもしれないと話している。デイケア利用回数を増やすことも検討したいが本人が行きたがらないため難しいと話している。今後も何かあれば相談するよう伝え電話を終了している。

・東海林　紀子様～表情暗く来所しており、医師との面談時に、入院しなければならないだろうと思っていたが、入院の必要性はなく、身近に何でも相談できる夫様がいるため、相談しながら対処することや、頓服薬で様子みるように言われたと話している。また、次回面談は2週間後と短くなったことも話している。自分自身の言動を振り返りながら相談していることを評価し、今後同じことを繰り返さないように考えながら行動するよう促すと「わかりました」と話している。
デイナイトケア
・野月　利章　様～母様より息子様の欠席の連絡があった際、息子様について話がある。通所から連絡がくることについて「毎日携帯に(通所から)連絡がくると、携帯の番号を変えるとか言い出し、また失くしたとか壊すとかになりかねなくて不穏状態になれば困るんですよ」と話している。現在、本人は不穏状態ではないとのことで母様の口調は穏やかであるが、通所からの電話は本人の負担になっているような内容を話している。欠席の連絡は殆どが母様からであり、通所からは毎日、本人の携帯に連絡を取っていないこと、連絡がない場合は本人の携帯に連絡をすることはあったが、携帯は繋がらない状態が殆どであったことを伝えている。また、欠席遅刻等の連絡方法について説明（連絡がない場合⇒本人(携帯電話か自宅)、本人と連絡が取れない場合⇒ご家族(携帯電話か指定のある連絡先等)すると、特に母様から連絡先に指定はないが、息子様が不穏になることを心配しているため、連絡があればこちらから電話を掛けることはないことを伝えている。欠席が続いているため、こちらから本人へ近況を確認したり来所の促しの連絡をすることがあることを伝えると、「それは良いですけど」と了承している。以前も伝えているが、今後も週一回月曜日だけでも来所出来るように本人へ伝えてほしいことを伝えている。明日は母様の送迎の都合で欠席するとのこと。引き続き、来所出来る様に促していく。
・吉田　富秋　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後も腹痛があり、寝ているよりも座っている方が楽だと話し、椅子に座り過ごしている。20：50空腹の訴えがあり、おにぎりを摂取したのこと。本日は、来所時の体温36.5℃、9：30頃、「腹が痛い」との訴えあり、静養室で休養している。痛みのある部位について聞くと、「胃が痛い」と話しており、「便秘はしていない」「腹がチクチクする」「専門の内科に行きたい」と話し、10：50内科受診のため早退している。青風荘より情報提供があり、腹痛の原因は便とガスが溜まっているためと医師から説明があり、グリセリン浣腸やガスコン3日分が処方となっている。昼食は、全体の1/4量摂取しており、昼食後、浣腸を施行するが、少量の排便あり。青風荘でカンパンやコーラを摂取することが多いため、食事内容を改めるよう説明しているとのこと。今後も排便状況を確認していく。

・小野寺　ノリ様～本日、昼食後薬服用時に、スムーズに飲み込めず、飲み終わるまでに時間を要している。また、飲み込めなくてもその場から立ち去ろうとすることもあるため、今後も、食後の服薬状況を確認していく。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日、他メンバーを貶す発言が聞かれている。声高さ、多弁さ見られており、話が切り上げられない様子が見窺えるが、嗜好品の時間20：30になると、話をやめていたとのこと。今朝は、、「私の病状どうでしょうか」とスタッフへ聞きに来ており、昨日からの振り返りを行い、声高、多弁である様子を伝えると、以後3～4分で話し切り上げていたとのこと。本日は、他者に声高に話し掛ける等多弁な様子があり、昼食準備をしている青風荘スタッフへ、何度も「すみません」と話し、その後もスタッフが何かする度に「すみません○○さん」と謝罪の言葉を話している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も適宜介入していく。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～11/21（火）、本人より架電があり、明日ナイトケアを欠席するとの報告がある。月曜日も欠席しており、欠席理由を確認すると「ちょっと用事ができちゃって」とのことで、詳細を話そうとしない。特に問題はなく、ちょっとした用事を済ませたいだけとのことで、木曜日は来所するとのこと。何か不安や不満、気になることがある際には相談するよう伝えると「わかった」と話し、電話を終了している。

・植村　廣隆　様～先週土曜日に当院を受診しており、その際に東京への引っ越しが決まったとの情報提供があり、本人へ電話で詳細を確認している。前から引っ越しすることは決まっており、予定は来月末とのこと。今後のナイトケア利用を踏まえ、利用終了に関する面談をしたいことを伝えると、来週火曜日に来所すると話している。来所時に今後の状況を確認し、ナイトケア利用について検討することとしている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（ 馬渡　武光　様 ）

実施日：H29年11月22日（水）13：30～14：00

担当チーム：石橋

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	馬渡　武光様
	性別
	男
	年齢
	78
	生年月日
	昭和14年5月30日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける。

	本人希望
	健康を維持し、今の生活を続けていきたい。

	家族希望
	

	入院歴
	計　3回（最終：昭和42年12月20日～平成14年10月11日）

	通所歴
	　2回目

· 前回：平成14年10月14日～平成17年9月30日

· 今回：平成17年11月4日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘

	家族構成



	利用制度
	精神障害者手帳　1級
	障害基礎年金1級
	他（後期高齢者医療）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	健康的に青風荘での生活を続ける。
	①生活にハリが持てるように楽しみを見つける。
	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	①本人が興味を向けることができることを探っていく。スタッフはやりたいことは体験できるように関わっていく。

	
	②青風荘での生活を続ける為に、迷惑行為・不潔行為をしないようにする。


	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。


	②どんなことが迷惑行為か不潔行為なのかスタッフへ聞く。迷惑行為・不潔行為に至った場合はスタッフと振り返りをする。スタッフは、本人が理解できるように根気強く説明する。

	
	③他者と円滑な交流が出来る。


	③相手に伝わるような話し方をする。
	③自ら話が出来るように、会話する機会を作る。SSTにて、会話の技能を取得する。スタッフとの会話の中で会話の技能を学べるよう関わっていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	・レクリエーションには積極的に参加し、集中して取り組む事出来ている。反面、関心の低いプログラムではトイレなどを訴え、途中退席すること多く見られている。

・作業療法では、塗り絵を行っている。新しいことへの挑戦はなく、計算等には拒否が見られている。


	興味のあるものや表情良く行えている活動を継続して行い、本人の楽しみや生活にメリハリをつけていく。計画は継続とする。



	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。


	・お茶パックを手で絞り、ポケットに入れて持ち帰ろうとするなどの行動あり。

・ゴミ箱の中を気にすることや、ゴミ箱をあさり納豆のからしを舐めるなどの行為あり。

・食事を盛り付けた食器を選んで、一度手にしても又選びかえることや、冷蔵庫から共有の氷を素手で掴みとることあり。
・お盆を舐めることも見られている。
	迷惑行為や不潔行為の改善が見られずにいる。繰り返しての説明を要しており、計画は継続とする。

	③相手に伝わるような話し方をする。
	・長文の会話はできず、会話の意味の理解も乏しい。

・日常の場面でも、言葉で返答せず指で×をつくり出来ないと意思表示することあり。

・本人の都合が悪いとその場を去る様子が見られる。


	他利用者様や入所者との交流を円滑に行うことが出来るようにするため、本人の言葉を引き出せるように支援していく。計画は継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	健康的に青風荘での生活を続ける。
	①生活にハリが持てるように楽しみを見つける。
	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	①本人が興味を向けることができることを探っていく。スタッフはやりたいことは体験できるように関わっていく。

	
	②青風荘での生活を続ける為に、迷惑行為・不潔行為をしないようにする。


	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。


	②どんなことが迷惑行為か不潔行為なのかスタッフへ聞く。迷惑行為・不潔行為に至った場合はスタッフと振り返りをする。スタッフは、本人が理解できるように根気強く説明する。

	
	③他者と円滑な交流が出来る。


	③相手に伝わるような話し方をする。
	③自ら話が出来るように、会話する機会を作る。話しやすいような環境を作る。


隆男様





洋一様





保護者　武志様








